
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
２
６
回 

 
持
経
宿
→
前
鬼
間
の
奥
駈
道
巡
視
・
整
備 

（
滝
川
辻
に
非
常
用
食
品
等
デ
ポ
、
奥
守
岳
に
靡
看
板
設
置
） 

 

◇
実
施
日
： 

２
０
２
１
年
４
月
２
４
日
（
土
）
～
２
５
日
（
日
）
晴 

◇
参
加
者
： 

沖
崎
吉
信
、
児
島
道
夫
、
梶
野
照
雄
、
青
木
宏
充
、
坂
田
洋
子 

高
橋
桂
太
、
畑
林
秀
味
（
車
回
送
） 

 
 
 
 
 
 
 

７
名 

４
月
２
４
日
（
土
） 

  

午
前
１
１
時
、
前
鬼
口
バ
ス
停
に
集
合
と
し
た
の
で
、
新
宮
組
３
人
は
午
前

９
時
３
０
分
沖
崎
、
畑
林
の
２
車
で
出
発
し
た
。 

池
原
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場
に
畑
林
車
を
デ
ポ
し
、
１
１
時
少
し
前
に
前
鬼

口
に
着
く
。
梶
野
、
青
木
、
坂
田
の
３
人
は
す
で
に
到
着
し
て
い
た
。
青
木
君

は
前
日
の
夜
遅
く
急
遽
参
加
す
る
と
連
絡
を
く
れ
た
。 

打
合
せ
も
そ
こ
そ
こ
に
小
仲
坊
に
向
け
て
３
車
で
出
発
。
林
道
ゲ
ー
ト
前
に
は

１
０
台
位
の
駐
車
車
両
が
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
過
の
中
、
我
慢
も
限
界
か
、
大
自

然
の
中
な
ら
大
丈
夫
と
思
う
の
か
、
釈
迦
ヶ
岳
の
人
気
が
う
か
が
え
る
。 

連
休
も
間
近
で
、
昨
年
は
少
な
か
っ
た
行
仙
宿
、
持
経
宿
の
来
宿
者
数
に
期
待

が
膨
ら
む
。 

 

午
前
１
１
時
半
前
小
仲
坊
に
着
く
。
五
鬼
助
さ
ん
は
体
調
が
芳
し
く
な
い
と

の
こ
と
で
、
奥
さ
ん
と
ご
子
息
の
義
峰
さ
ん
の
お
二
人
が
お
ら
れ
た
。 

御
供
（
日
本
酒
一
本
）
と
畑
林
君
持
参
の
マ
グ
ロ
の
セ
セ
リ
を
お
渡
し
し
て
、

縁
側
で
お
昼
ご
飯
と
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

前
鬼
口
に
集
合 

 
 
 

 
 

小
中
坊
で
昼
食
持 

 
 

 
 

 

経
宿
に
到
着 

昼
食
を
終
え
、
出
発
す
る
少
し
前
に
若
い
女
性
２
人
が
下
山
し
て
き
た
。 

楊
枝
の
宿
を
早
朝
に
出
て
、
今
着
い
た
。
途
中
道
は
か
な
り
荒
れ
て
い
た
。
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
具
体
的
な
場
所
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

小
仲
坊
に
梶
野
、
青
木
車
２
台
を
デ
ポ
、
沖
崎
車
に
荷
物
を
移
し
て
６
人
が

乗
り
込
み
白
谷
林
道
ゲ
ー
ト
へ
向
け
て
出
発
し
た
。 

国
道
は
車
も
少
な
く
順
調
に
走
行
、
一
時
間
弱
、
午
後
２
時
頃
に
ゲ
ー
ト
前
に

着
く
。
ゲ
ー
ト
か
ら
先
の
状
況
が
気
に
な
る
所
だ
が
、
村
吉
さ
ん
が
２
２
日

（
木
）
か
ら
持
経
宿
に
入
り
、
一
泊
さ
れ
て
白
谷
林
道
の
情
報
を
提
供
し
て
く

れ
て
い
た
。
３
㎞
過
ぎ
て
４
㎞
過
ぎ
ま
で
３
か
所
道
の
崩
れ
が
あ
り
、
平
治
谷

過
ぎ
も
要
注
意
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
時
速
２
０
㎞
以
下
の
ゆ
っ
く
り
し
た
ス
ピ

ー
ド
で
進
み
４
㎞
過
ぎ
の
要
注
意
地
点
も
ク
リ
ア
。
７
㎞
位
ま
で
来
た
と
き
前

方
に
ダ
ン
プ
カ
ー
と
中
型
の
ユ
ン
ボ
が
見
え
た
。
ユ
ン
ボ
は
道
路
に
張
り
出
し

た
枝
を
バ
ケ
ッ
ト
で
器
用
に
折
り
、
除
去
し
て
い
た
。
林
道
が
広
く
な
っ
た
場

所
で
重
機
を
追
い
越
し
て
先
に
進
む
。
１
㎞
ほ
ど
先
で
白
い
軽
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス



が
や
っ
て
き
た
。
先
ほ
ど
の
重
機
の
関
係
者
の
様
な
の
で
、
停
車
し
て
声
を
か

け
る
。 

十
津
川
村
小
原
の
太
田
建
設
さ
ん
で
、
白
谷
林
道
の
整
備
に
今
日
か
ら
入
っ
た
。

持
経
宿
の
奥
、
７
～
８
㎞
の
正
法
寺
谷
出
合
付
近
ま
で
整
備
の
予
定
で
、
今
そ

こ
ま
で
下
見
に
行
っ
て
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
そ
う
だ
。
３
日
間
で
整
備
を
終

え
る
予
定
で
、
受
注
し
た
工
事
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
話

さ
れ
た
。 

こ
こ
ま
で
車
を
降
り
て
落
石
除
去
す
る
事
も
無
か
っ
た
が
納
得
。
ゲ
ー
ト
か
ら

４
５
分
で
持
経
宿
に
着
い
た
。 

 
 

 
 

 

水
場
は
水
量
多
し 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

煙
突
の
煤
掃
除 

ま
だ
２
時
だ
、
夕
食
ま
で
は
十
分
時
間
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
作
業
を
始
め
た
。 

児
嶋
さ
ん
は
煙
突
の
煤
取
り
に
か
か
る
。
今
日
の
予
定
を
伝
え
た
時
、
昼
頃
に

持
経
に
入
れ
な
い
か
？
と
注
文
が
あ
っ
た
が
、
色
々
作
業
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て

い
た
よ
う
だ
。
小
屋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
常
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。
有
難
い

こ
と
だ
。
梶
野
君
も
水
場
へ
行
っ
た
り
、
掃
除
機
を
か
け
た
り
で
忙
し
い
。
青

木
君
は
夕
食
の
お
か
ず
に
と
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
を
採
取
に
。
坂
田
さ
ん
は
児
嶋
さ

ん
の
助
手
な
ど
を
す
る
。 

 
 

 
 

 

重
機
２
台
が
到
着 

 
 

 
 

 
 

夕
食 

 
 

コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ハ
リ
ギ
リ
の
天
ぷ
ら 

 

作
業
が
一
段
落
し
た
午
後
４
時
過
ぎ
、
太
田
建
設
の
重
機
が
持
経
宿
ま
で
や

っ
て
き
て
、
す
ぐ
先
の
広
く
な
っ
て
い
る
場
所
に
駐
車
し
た
。
運
転
手
と
５
分

ほ
ど
立
ち
話
を
す
る
。
日
曜
日
は
休
ん
で
月
曜
日
か
ら
作
業
を
始
め
る
そ
う
だ
。 

話
が
終
わ
っ
た
頃
に
高
橋
君
が
到
着
し
た
。 

高
橋
君
は
連
休
中
に
本
宮
か
ら
吉
野
ま
で
の
奥
駈
縦
走
の
た
め
、
下
見
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て
い
て
、
今
回
も
そ
の
一
環
と
し
て
金
曜
日
に
前
鬼
か
ら
入

山
、
持
経
宿
に
一
泊
。
翌
土
曜
日
に
持
経
宿
か
ら
行
仙
宿
ま
で
を
往
復
、
日
曜

日
は
我
々
と
共
に
前
鬼
に
下
山
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

高
橋
君
が
到
着
し
、
全
員
が
揃
っ
た
の
で
夕
食
の
準
備
を
始
め
た
。 

テ
ー
ブ
ル
に
は
畑
林
君
差
し
入
れ
の
マ
グ
ロ
の
刺
身
、
マ
グ
ロ
の
ホ
ル
モ
ン
、

イ
カ
、
ア
ジ
の
お
造
り
の
他
、
キ
ュ
ウ
リ
も
み
、
漬
物
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
や
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
に
加
え
て
現
地
調
達
の
コ
シ
ア
ブ
ラ
や
ハ
リ
ギ
リ
の
天
ぷ
ら
な
ど



山
海
の
珍
味
が
並
び
、
料
亭
並
み
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
た
。 

 

６
人
で
乾
杯
し
宴
会
が
ス
タ
ー
ト
、
久
々
の
青
木
節
を
聞
い
て
大
い
に
盛
り

上
が
る
。「
お
に
や
ん
ま
君
」
の
売
れ
行
き
が
好
調
で
、
１
２
時
間
以
上
作
業

を
続
け
た
日
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

行
仙
宿
の
ス
ト
ー
ブ
に
続
き
、
持
経
宿
に
も
寄
贈
す
る
、
モ
ノ
レ
ー
ル
延
長
に

も
協
力
す
る
。
と
大
変
あ
り
が
た
い
申
し
出
も
い
た
だ
い
た
。 

 

午
後
６
時
半
頃
、
児
嶋
さ
ん
は
ス
ト
ー
ブ
の
横
で
眠
り
に
つ
い
た
。 

話
は
尽
き
な
い
が
、
明
日
は
早
出
な
の
で
、
午
後
９
時
前
に
発
電
機
を
止
め
て

お
開
き
と
な
っ
た
。 

行
動
タ
イ
ム 

 
11

：00

前
鬼
口
→11

：21

小
中
坊12
：05
→13

：58

持
経
宿 

４
月
２
５
日
（
日
） 

 

児
嶋
、
梶
野
の
お
二
人
は
何
度
も
薪
の
補
充
を
さ
れ
、
小
屋
内
は
２
３
℃
を

保
ち
、
半
袖
で
過
ご
せ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

出
発
前
に 

 
 

 
 
 

阿
須
迦
利
岳
で
休
憩 

 
 

間
違
っ
た
踏
み
跡
を
塞
ぐ 

 

午
前
４
時
半
過
ぎ
に
全
員
起
床
、
外
気
温
は
１
０
℃
だ
っ
た
。 

朝
食
を
済
ま
せ
、
登
山
準
備
に
か
か
る
。
荷
揚
げ
品
は
、
奥
守
岳
の
靡
看
板
と

杭
、
滝
川
辻
に
デ
ポ
す
る
緊
急
品
の
入
っ
た
オ
イ
ル
缶
２
個
、
山
川
さ
ん
か
ら

借
用
し
た
小
型
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
だ
。
当
初
参
加
者
は
沖
崎
、
児
嶋
、
梶
野
の

３
名
だ
っ
た
の
で
、
全
て
を
一
度
に
運
ぶ
こ
と
は
で
き
ず
、
滝
川
辻
に
デ
ポ
予

定
の
長
期
保
存
水
２
リ
ッ
タ
ー
２
本
と
オ
イ
ル
缶
一
個
は
来
年
に
す
る
と
決

め
て
い
た
が
、
高
橋
、
青
木
、
坂
田
の
お
三
方
の
参
加
で
、
全
て
運
ぶ
こ
と
が

出
来
た
。
５
時
４
５
分
、
前
鬼
に
向
け
て
歩
き
だ
す
。
青
木
君
は
８
０
リ
ッ
タ

ー
位
の
ザ
ッ
ク
に
オ
イ
ル
缶
を
縛
り
付
け
、
高
橋
君
は
杭
を
杖
代
わ
り
に
、
と

手
で
持
っ
て
運
ぶ
。
水
２
リ
ッ
タ
ー
は
青
木
、
梶
野
が
そ
れ
ぞ
れ
一
個
を
、
沖

崎
は
靡
看
板
を
ザ
ッ
ク
に
入
れ
て
運
ぶ
。
久
々
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
ザ
ッ
ク

の
重
さ
も
１
０
㎏
近
い
。
い
き
な
り
阿
須
迦
利
岳
の
急
登
が
始
ま
る
。
ゆ
っ
く

り
、
休
み
休
み
歩
を
進
め
た
。
皆
さ
ん
３
０
分
ほ
ど
で
山
頂
に
到
着
、
私
は
３

６
分
を
要
し
た
。 

 
 

 
 

 

涅
槃
岳
山
頂
の
倒
木 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

ロ
ー
プ
を
付
け
直
す 



証
誠
無
漏
岳
手
前
の
ク
サ
リ
場
も
ク
リ
ア
ー
。
ク
サ
リ
と
取
り
付
け
部
に
異
常

な
し
。
証
誠
無
漏
岳
北
側
で
、
高
橋
君
が
指
摘
し
た
中
八
人
山
の
方
に
続
く
踏

み
跡
が
あ
り
、
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
近
く
の
木
を
切
っ
て
通
せ
ん
ぼ
し
た
。

７
時
５
５
分
、
涅
槃
岳
に
着
く
。
予
定
通
り
に
進
ん
で
い
る
。
涅
槃
岳
山
頂
付

近
で
横
た
わ
っ
て
い
た
ブ
ナ
を
切
除
し
た
。
大
き
な
倒
木
は
無
い
が
、
折
れ
た

木
が
時
々
あ
っ
た
。 

こ
こ
ま
で
来
た
ら
地
蔵
岳
ま
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
な
い
、
ヤ
レ
ヤ
レ
と
思
っ
て

い
た
が
乾
光
門
の
先
も
急
登
が
あ
り
、
以
前
の
記
憶
に
自
信
が
無
く
な
っ
た
。 

９
時
２
０
分
、
滝
川
辻
に
着
く
。
オ
イ
ル
缶
２
個
を
デ
ポ
す
る
作
業
に
取
り
掛

か
る
。
デ
ポ
し
た
場
所
は
滝
川
辻
の
石
柱
か
ら
３
０
ｍ
位
奥
守
岳
寄
り
、
奥
駈

道
の
東
側
に
５
ｍ
ほ
ど
下
っ
た
倒
木
の
根
の
部
分
で
、
北
緯
３
４
度
４
分
３
秒

１
２
、
東
経
１
３
５
度
５
３
分
２
８
秒
２
３ 
に
な
る
。
（
収
蔵
物
は
別
紙
参

照
） 

 
 

 
 

 

滝
川
辻
に
到
着 

 
 
 

 

非
常
用
品
２
缶
を
デ
ポ 

 
 
 

テ
ー
プ
で
マ
ー
キ
ン
グ 

 

児
嶋
さ
ん
は
、
い
た
ず
ら
で
缶
の
蓋
を
開
け
ら
れ
な
い
か
、
と
心
配
し
て
、

枯
れ
木
や
石
な
ど
で
覆
い
を
作
り
、
容
易
に
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

般
若
岳
ま
で
や
っ
て
き
た
。
昨
年
５
月
に
立
て
た
靡
看
板
の
文
字
が
剝
が
れ

て
い
た
。
剥
が
れ
た
部
分
を
マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
キ
で
修
整
し
た
。
般
若
岳
の
看
板

だ
け
が
激
し
く
剥
が
れ
て
い
る
。
今
後
、
他
の
看
板
も
こ
う
な
る
の
か
が
心
配

だ
。
帰
宅
後
、
村
吉
さ
ん
に
報
告
し
た
。 

 
 

 
 

 

文
字
が
剥
が
れ
て
い
た 

 
 

 
 

地
蔵
岳 

 
 
 
 

 

天
狗
の
稽
古
場
を
通
過 

 

地
蔵
岳
手
前
の
標
識
を
手
直
し
し
、
１
０
時
３
５
分
、
地
蔵
岳
（
子
守
岳
）

に
着
い
て
早
め
の
昼
食
と
し
た
。
児
嶋
さ
ん
は
滝
川
辻
で
オ
イ
ル
缶
か
ら
解
放

さ
れ
た
が
、
い
つ
も
通
り
熱
湯
を
持
参
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
振
る
舞
っ
て
く
れ
た
。 

７
７
歳
に
な
る
が
、
前
半
の
荷
物
は
１
２
㎏
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
辺
り
だ

っ
た
か
、
太
古
の
辻
方
面
か
ら
一
人
の
年
配
者
（
８
０
歳
近
い
？
）
が
や
っ
て

き
た
。
昨
夜
は
深
仙
宿
に
泊
ま
っ
て
、
今
日
は
証
誠
無
漏
岳
ま
で
ピ
ス
ト
ン
し

て
太
尾
登
山
口
ま
で
戻
る
。
昨
日
は
、
楊
枝
の
森
迄
ピ
ス
ト
ン
し
、
こ
れ
で
吉

野
か
ら
本
宮
ま
で
が
繋
が
っ
た
、
素
晴
ら
し
い
尾
根
道
だ
。
と
喜
ん
で
い
た
。

元
気
な
老
人
だ
。 



 
地
蔵
岳
を
出
て
す
ぐ
、
天
狗
の
稽
古
場
だ
。
久
々
に
こ
こ
を
通
過
す
る
、
素

晴
ら
し
い
の
一
言
で
、
何
と
も
癒
さ
れ
る
。
続
い
て
嫁
越
峠
に
や
っ
て
き
た
。

西
側
の
十
津
川
村
花
瀬
に
は
１
２
～
１
３
軒
の
住
居
が
あ
り
、
明
治
時
代
に
は

マ
ッ
チ
の
軸
を
作
る
た
め
に
多
数
の
入
村
者
が
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
衰
退
し
、

戦
後
残
っ
て
い
た
三
戸
も
退
去
し
て
集
落
も
消
え
た
。 

花
瀬
か
ら
嫁
越
峠
に
至
る
道
は
滝
川
に
沿
っ
て
谷
を
登
り
、
途
中
か
ら
山
腹
を

辿
っ
て
高
度
を
上
げ
、
嫁
越
峠
に
至
っ
た
よ
う
だ
が
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
登

山
道
も
自
然
に
戻
り
、
判
然
と
し
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

奥
守
岳
に
靡
看
板
を
設
置 

 
 
 
 
 

 
 

案
内
標
識
を
追
加 

 

１
１
時
５
５
分
、
や
っ
と
奥
守
岳
に
到
着
し
た
。
沖
崎
、
高
橋
は
看
板
と
杭

か
ら
解
放
さ
れ
た
。
杭
は
ス
ム
ー
ズ
に
打
ち
込
む
こ
と
が
出
来
、
靡
看
板
の
設

置
は
完
了
。
今
日
の
メ
イ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
終
了
し
た
。 

 

今
ま
で
少
し
登
っ
て
少
し
休
む
、
の
尺
取
虫
登
山
だ
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
、

下
り
基
調
な
の
で
ピ
ッ
チ
が
上
が
る
。 

 

１
２
時
半
過
ぎ
に
天
狗
山
に
到
着
し
た
が
、
前
後
の
笹
が
か
な
り
伸
び
て
、

登
山
道
が
見
え
に
く
い
。
登
山
道
を
覆
っ
て
い
る
笹
は
蘇
莫
岳
前
後
、
太
古
の

辻
近
く
ま
で
続
い
て
い
た
。
今
後
、
こ
の
付
近
の
笹
刈
り
も
課
題
と
な
る
だ
ろ

う
。 

 

蘇
莫
岳
ピ
ー
ク
へ
の
登
り
が
始
ま
る
。
急
な
上
に
長
い
。
足
元
が
笹
で
見
え

に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
簡
単
に
は
登
ら
せ
て
く
れ
な
い
。 

や
っ
と
仙
人
舞
台
石
迄
や
っ
て
き
た
。
こ
こ
の
靡
看
板
は
未
設
定
で
、
出
来
る

だ
け
早
い
時
期
に
笹
刈
り
を
兼
ね
て
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
。
舞
台
石
周
辺
で

碑
伝
を
探
し
て
み
た
が
、
近
く
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
ど
こ
へ
看
板
を
立

て
る
の
が
最
適
か
、
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

太
古
の
辻
に
着
く 

 
 

 

穴
が
開
い
た
登
山
道 

 
 

左
手
山
側
に
ロ
ー
プ
で
誘
導 

午
後
１
時
４
７
分
、
太
古
の
辻
に
到
着
。
二
つ
石
の
杭
に
キ
ャ
ッ
プ
を
被
せ
て

大
休
止
。
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
後
は
下
る
だ
け
、
よ
う
や
く
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き

た
。
午
後
２
時
前
に
前
鬼
に
向
け
て
出
発
、
２
０
分
ほ
ど
歩
い
て
熊
の
水
付
近

で
路
床
に
穴
が
開
い
て
い
る
の
を
先
頭
の
青
木
君
が
見
つ
け
た
。
穴
は
４
０
㎝

ほ
ど
だ
が
、
そ
の
下
の
空
間
は
４
ｍ
に
及
ぶ
。
木
の
根
が
か
ろ
う
じ
て
支
え
に



な
っ
て
い
る
。
人
が
通
る
た
び
に
少
し
づ
つ
土
が
落
ち
て
い
て
、
危
険
な
状
態

だ
。
ロ
ー
プ
で
通
せ
ん
ぼ
し
て
、
尾
根
道
に
登
山
道
を
誘
導
し
た
。
こ
の
場
所

は
今
後
の
雨
で
、
更
に
穴
が
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
二
ツ
岩
手
前
の
谷

の
崩
落
個
所
と
併
せ
、
こ
の
“
金
担
ぎ
坂
”
は
年
々
厳
し
く
荒
れ
て
き
て
い
る
。 

 

午
後
２
時
５
０
分
、
二
ツ
岩
で
休
憩
し
、
午
後
４
時
前
、
小
中
坊
に
到
着
。

巡
視
・
点
検
を
終
え
た
。
長
く
厳
し
い
コ
ー
ス
だ
が
、
そ
れ
を
越
え
た
感
動
と

達
成
感
の
あ
る
一
日
だ
っ
た
。 

 

最
後
に 

一
日
を
潰
し
て
車
の
回
送
に
ご
協
力
頂
い
た
畑
林
秀
味
君
と
、
奥

守
岳
ま
で
の
長
距
離
、
杭
を
手
に
運
ん
で
く
れ
た
高
橋
君
、
急
遽
参
加
さ
れ
て

オ
イ
ル
缶
な
ど
を
運
ん
で
く
れ
た
青
木
、
坂
田
の
ご
両
名
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

持
経
宿

05

：48

→06

：20

阿
須
迦
利
岳
→07

：18
証
誠
無
漏
岳

07

：57

涅
槃
岳
→08

：31

乾
光
門
→09

：27

滝
川
辻
→09

：56
般
若
岳
→10

：35

地

蔵
岳
→11

：14

天
狗
の
稽
古
場
→11

：24

嫁
越
峠
→11

：53
奥
守
岳
→12

：

38

天
狗
山
→13

：36

仙
人
舞
台
石
→13

：48

太
古
の
辻
→14

：55
二
ツ
岩
→

15

：58

小
中
坊 

  


